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はじめに

2日本乳酸菌学会誌の連載第6回

①

②

②VirtualBoxおよびExtension Pack
を導入済みという前提です。



はじめに
 この資料作成は、VirtualBox ver. 5.0.10で行っています。

 バージョンによってはうまくインストールできないかもしれません。

 OS X Yosemite 64bit環境（NTFSフォーマット）で動作確認を行って
います
 32bit環境では（成功例も有るが）失敗する可能性が高い

 FAT32フォーマットでは4GB以上の大きなファイルを扱えない
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特に2番目の項目の、32 bitマシンでどんな不
具合がでますか？的な質問をよく受けますが、
答えは「やってみなければわかりません」です



ovaファイルの準備
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（自分で用意した連載第3回終了時点以降のovaフ
ァイルでもよいが）Windows PC（ホストOS）上で、ユ
ーザ名iuで連載第5回終了までの作業を行って作成
したovaファイル（BioLinux8.ova; 約6.4GB）をダウン
ロード可能な状態にしています。ここでは①の手順
に従って取得したovaファイルを用いて説明します。

①



ovaファイルの準備
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まずは①赤下線の指示通りに本文は空で②メー
ル送信。しばらくすると（門田がオンラインなら概
ね数時間程度以内に）Google driveのURL情報が
返信される。

①

②



ovaファイルの準備
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Google driveの①リンク先にアクセスして約6.4GB
のovaファイル（BioLinux8.ova）をダウンロードする
。東大有線LANで10分程度。

①

②

③



ovaファイルの準備
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ダウンロード途中経過は①でみられる。私は、
デフォルトで②ダウンロードフォルダに保存さ
れたBioLinux8.ovaを③のフォルダに移動した

①

②

③



VirtualBoxの起動
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以前に古いバージョンで一通りのインストール
作業を行ったヒトは、①こんな感じで同じ名前
のBioLinux8が見えているかもしれない。消して
もいいヒトは右クリックで削除しておこう。（私は
同じ名前のものがあるとエラーが出るかもしれ
ないし気持ち悪いのでいつも削除しています）

①



消していいBioLinux8の除去
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右クリックで①除去

①



消していいBioLinux8の除去
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①すべてのファイルを削除

①



真っ新な状態にする
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こんな感じになればOK。もちろん全く別の
ovaファイル（bio-linux-8-latest.ovaやgalaxy-
vm.ova）を導入（インポート）したい場合には、
BioLinux8が残っていても問題ないでしょう。



ovaをインポート
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①仮想アプライアンスのイ
ンポート、②のところを押す

①

②



BioLinux8.ovaを選択
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インポートしたいovaファイルを選択。

①

②

③



BioLinux8.ovaを選択
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①オープン。このovaファイルは、消すと動作
しなくなります。消さないよう注意しましょう。

①



ovaをインポート
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①赤枠部分の見栄えはヒトによって異なる。②続ける

①

②



ovaをインポート
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①「すべてのネットワークカードのMACアドレス
を再初期化」にチェックを入れて、②インポート

①

②



インポート中
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だいたい5-10分程度で終わります



インポート完了状態
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こんな感じになっていればOK
。①ここをクリックすると…。

①



インポート完了状態
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①

③

②

こんな感じになります。①メモリ、②2 CPU、③
HDD 100GBとなっており、手順通りに設定した内
容がそのまま導入できていることがわかります。



shareフォルダ作成
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①ホストOSのデスクトップ上にshare
という名前のフォルダを作成。既に
ある場合は何もしなくてもいいです。

①



shareフォルダの場所
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③

①

②

shareフォルダ上で右クリックし、①情報
を見る。ユーザ名kadotaでログインして
いる私の環境では②のように見える。こ
れを「パス」とか「フルパス」と呼ぶ。パス
を見せたかっただけなので③閉じる。

③



shareのパスを設定

22日本乳酸菌学会誌の連載第6回

①設定、②共有フォルダー
、③赤枠でダブルクリック。

①

②

③



shareのパスを設定
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①フォルダーのパスのところがデフォルトでは「
C:¥Users¥iu¥Desktop¥share」となっている。導
入したovaファイルは、ユーザ名iuでログインした
状態で作成したためである。これを各自のログ
インユーザ名で適宜変更する必要がある

①



shareのパスを設定
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①「その他」を選んで、本来の「デ
スクトップ – share」のパスを指定

①



shareのパスを設定

25日本乳酸菌学会誌の連載第6回

①

①デスクトップ



shareのパスを設定
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①share、②選択

①

②



shareのパスを設定
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ユーザ名kadotaのPC環境
では①のようになる。②OK

①

②



shareのパスを設定
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①赤枠部分が変更されているこ
とがわかります。②OK、③起動

③

②

①

①

②

③



起動
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①パスワードはpass1409
(BioLinux8.ova作成時に設定したもの)



起動直後の状態
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こんな感じです。①「ゲストOS – Desktop - mac_share
フォルダ」と②「ホストOS – Desktop – shareフォルダ」
の中身が同じことを確認。

①

①



共有フォルダ確認
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確かに同じです。(同じファイルが見えること
が重要なだけで、URL.txtがないといけないと
いうわけではない!)。Bio-Linuxも③の部分を
クリックすれば同じような見栄えにできます

①

② ③



共有フォルダ確認
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ほらね

③


